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バルブボディは、ステンレス鋼製精密鋳造仕上げです。

空圧複動式自動ボールバルブ

空圧複動式アクチュエータ付ボールバルブ
の為、ON-OFFバルブとして最適です。
バルブボディは、ステンレス鋼製精密鋳造
仕上げで耐食性に優れています。

構造

ボディ
ボディ

バルブ

ボディび

あらゆる部分にお客様からのご提案を取り入れさせていただいております。

流体が液体の場合、ボディキャビティ（ポケット）内部に液体が充満した状態で温度が上昇すると、ボディキャビティ内部の圧
力が上昇する異常昇圧現象が発生し、シートを破損することがあります。このような現象が考えられる場合は、　　　　　にご
相談下さい。！

注意



■外観寸法

●温度・圧力線図

UBVNF－14タイプ
（フルボアタイプ）

UBVNF－14－BUタイプ
（蝶ハンドル式フルボアタイプ）

●寸法表
UBVNF－14タイプ（フルボアタイプ）

●材質（接液部品）

材質部品名

●材質（接液部品） ●仕様

ボディ
ボール
ステム
シート
Oリング

SCS14A
SCS14A
SUS316
G̶PTFE
フッ素ゴム

最高使用圧力（MPa）

3.92   ＊1.2

使用温度範囲（℃）

UBVNF－14－BUタイプ（蝶ハンドル式フルボアタイプ）

詳細は、温度・圧力線図をご参照下さい。
ここに示す温度・圧力基準は、バルブが適正状態で
且つ流体（エアー）が静流で使用された場合を示して
います。
実際の使用にあたっては、温度・圧力線図を目安の
上、安全性を十分に考慮して使用して下さい。
水素ガス、ヘリウムガス、毒性ガス及び、真空状態
には、使用できません。
接ガス（液）部にシリコーン系オイルを塗布しており、
酸素ラインには使用できません。

■仕様 ■仕様
●温度・圧力線図

●寸法表
UBVN－14タイプ（レデュースボアタイプ）

材質部品名

●仕様

ボディ
ボール
ステム
シート

グランドパッキン

SCS14A
SCS14A
SUS316
G̶PTFE
G̶PTFE

最高使用圧力（MPa）

3.92   ＊1.2.3 －20～＋180 －10～＋150

使用温度範囲（℃）

UBVN－14－BUタイプ（蝶ハンドル式レデュースボアタイプ）
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詳細は、温度・圧力線図をご参照下さい。
ここに示す温度・圧力基準はバルブが適正状態で
且つ流体（エアー）が静流で使用された場合を示し
ています。
実際の使用にあたっては、温度・圧力線図を目安
の上、安全性を十分に考慮して使用して下さい。
０℃～－20℃の低温領域で使用される場合は、エン
ドキャップ側を入口側にして使用して下さい。
水素ガス、ヘリウムガス、毒性ガス及び、真空状態
には、使用できません。
接ガス（液）部にシリコーン系オイルを塗布してお
り、酸素ラインには使用できません。

＊1:

＊2:

＊3:

－20℃、 3.92MPa－20℃、 3.92MPa
40℃、 3.92MPa40℃、 3.92MPa

180℃、 0.3MPa180℃、 0.3MPa

－10℃、 3.92MPa－10℃、 3.92MPa
40℃、 3.92MPa40℃、 3.92MPa

150℃、 1MPa150℃、 1MPa

＊4 ＊3

(L2)

(H
)

L
L1

(W
1)
φD

A

(W
1)

φD

L
L1 A

(H
)

(L2)

(W
1)

φD

L
L1 A

(H
)

(L2)

（10A、50A以外） （10A、50A）

1 2

UBVNF̶14B̶BU̶R
UBVNF̶14C̶BU̶R
UBVNF̶14D̶BU̶R
UBVNF̶14E̶BU̶R
UBVNF̶14F̶BU̶R

■外観寸法
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フジキンCADデータサービスよりダウンロードできます。https://www.fujikin.co.jp/cad_s/ フジキンCADデータサービスよりダウンロードできます。https://www.fujikin.co.jp/cad_s/

バルブは全開又は全閉の位置でご使用ください。中間開度での
ご使用は、シートを傷めることが有りますので、全開、全閉とも、
ハンドルがストッパーにあたるところまで操作してください。

バルブは全開又は全閉の位置でご使用ください。中間開度での
ご使用は、シートを傷めることが有りますので、全開、全閉とも、
ハンドルがストッパーにあたるところまで操作してください。

お願い お願い



■外観寸法

●温度・圧力線図

UBVNF－14タイプ
（フルボアタイプ）

UBVNF－14－BUタイプ
（蝶ハンドル式フルボアタイプ）

●寸法表
UBVNF－14タイプ（フルボアタイプ）

●材質（接液部品）

材質部品名

●材質（接液部品） ●仕様

ボディ
ボール
ステム
シート
Oリング

SCS14A
SCS14A
SUS316
G̶PTFE
フッ素ゴム

最高使用圧力（MPa）

3.92   ＊1.2

使用温度範囲（℃）

UBVNF－14－BUタイプ（蝶ハンドル式フルボアタイプ）

詳細は、温度・圧力線図をご参照下さい。
ここに示す温度・圧力基準は、バルブが適正状態で
且つ流体（エアー）が静流で使用された場合を示して
います。
実際の使用にあたっては、温度・圧力線図を目安の
上、安全性を十分に考慮して使用して下さい。
水素ガス、ヘリウムガス、毒性ガス及び、真空状態
には、使用できません。
接ガス（液）部にシリコーン系オイルを塗布しており、
酸素ラインには使用できません。

■仕様 ■仕様
●温度・圧力線図

●寸法表
UBVN－14タイプ（レデュースボアタイプ）

材質部品名

●仕様

ボディ
ボール
ステム
シート

グランドパッキン

SCS14A
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SUS316
G̶PTFE
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最高使用圧力（MPa）

3.92   ＊1.2.3 －20～＋180 －10～＋150

使用温度範囲（℃）

UBVN－14－BUタイプ（蝶ハンドル式レデュースボアタイプ）
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詳細は、温度・圧力線図をご参照下さい。
ここに示す温度・圧力基準はバルブが適正状態で
且つ流体（エアー）が静流で使用された場合を示し
ています。
実際の使用にあたっては、温度・圧力線図を目安
の上、安全性を十分に考慮して使用して下さい。
０℃～－20℃の低温領域で使用される場合は、エン
ドキャップ側を入口側にして使用して下さい。
水素ガス、ヘリウムガス、毒性ガス及び、真空状態
には、使用できません。
接ガス（液）部にシリコーン系オイルを塗布してお
り、酸素ラインには使用できません。
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■外観寸法
UBVN－14タイプ

（レデュースボアタイプ）
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（蝶ハンドル式レデュースボアタイプ）
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フジキンCADデータサービスよりダウンロードできます。https://www.fujikin.co.jp/cad_s/ フジキンCADデータサービスよりダウンロードできます。https://www.fujikin.co.jp/cad_s/

バルブは全開又は全閉の位置でご使用ください。中間開度での
ご使用は、シートを傷めることが有りますので、全開、全閉とも、
ハンドルがストッパーにあたるところまで操作してください。

バルブは全開又は全閉の位置でご使用ください。中間開度での
ご使用は、シートを傷めることが有りますので、全開、全閉とも、
ハンドルがストッパーにあたるところまで操作してください。

お願い お願い



CAT: No.810-01-K

バルブボディは、ステンレス鋼製精密鋳造仕上げです。

空圧複動式自動ボールバルブ

空圧複動式アクチュエータ付ボールバルブ
の為、ON-OFFバルブとして最適です。
バルブボディは、ステンレス鋼製精密鋳造
仕上げで耐食性に優れています。

構造

ボディ
ボディ

バルブ

ボディび

あらゆる部分にお客様からのご提案を取り入れさせていただいております。

流体が液体の場合、ボディキャビティ（ポケット）内部に液体が充満した状態で温度が上昇すると、ボディキャビティ内部の圧
力が上昇する異常昇圧現象が発生し、シートを破損することがあります。このような現象が考えられる場合は、 にご
相談下さい。！

注意


